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人を大切にする心 
校長 中 嶋 清 人 

 

 表題の「人を大切にする心」ですが、このことは、年度当初にお知らせした、『育て

たい 2 つの力と２つの心』のうちの１つです。 

ある中学生の姿に接し、改めて「人を大切にする心」の大切さを実感させられた１

つの出来事があったので、紹介させていただきます。 

 

 それは、7 月初めのある日のことです。 

 いつも通り、校門のあたりで、子どもたちの登校を待っていた時、小さな男の子と

見慣れない中学生の男の子が一緒に歩いてきている姿が見えました。2 人が校門まで

着き、何があったのかを中学生に聞くと、 

「この子が通学路で泣いていたので、一緒に学校まで来ました。」 

ということでした。 

しかも、その中学生は普段通っている道ではなく、わざわざ遠回りをして学校まで

連れてきてくれました。去り際にその中学生は、笑顔で男の子に手を振り、中学校へ

足早に向かっていきました。男の子も安心したからでしょうか、満面の笑みで中学生

を見送っていました。 

 何気ない出来事かもしれませんが、泣いている子がいても、なかなか行動に移すこ

とは難しいことだと思います。しかし、この中学生は、自分のことよりも男の子のこ

とを考え、一緒に学校まで行くという行動をとってくれました。感謝の気持ちととも

に、思いやりのある行動に感動を覚えました。この中学生の行動は、まさに「人を大

切にする心」そのものだと感じました。 

職員にもこの出来事を伝え、改めて「人を大切にする心」を育てることの大切さを

訴えました。 

 世の中では、これまでなかったような事件が多発しています。殺伐とした世の中に

も、あたたかい心をもった子どもたちを家庭や地域の皆さんと育てていきたいと改め

て実感させられた出来事でした。 

 

 話は急に変わりますが、今日で 1 学期が終了します。 

 新学期早々、思わぬコロナの拡大で、入学式や修学旅行を延期する対応をとりまし

たが、その後は感染状況も落ち着き、無事に運動会を実施することができました。ま

た、流送まつりにも、保護者の皆様のご理解とご協力により無事に参加することがで

きました。 

 しかし、報道でご存じの通り、全国各地で感染が急拡大しています。北海道も例外

ではありません。明日からの夏休み、ご家庭において感染症の防止と熱中症の予防の

取組をお願いいたします。 

  



 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校のいじめの認知件数について  

○いじめの認知件数 ５件  

 ６月に行ったアンケートを基に、状況を聞き取り、個別
に対応しながら経過を観察しています。いじめをしてしま
った児童、いじめを受けた児童のご家庭には、状況と学校
の対応などをお伝えしております。 
 今後も積極的にいじめを認知し、いじめの未然防止、早
期発見・早期対応に努めていきます。 

☆７月の児童の様子を紹介します！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 １日（月）夏季休業（１８日まで） 

１１日（木）山の日 

１２日（金）学校閉庁日（１６日まで） 

１９日（金）Ｂ日課５時間授業  始業式 

      交通安全街頭指導（２２日まで） 

２２日（月）発育測定（高） 

２３日（火）夏休み作品展（９月９日まで） 

      発育測定（低） 水泳学習開始 

      ＳＣ来校  ホッピータイム 

２４日（水）音楽集会  

２５日（木）委員会 

２６日（金）フッ化物洗口 

３０日（火）コオーディネーショントレーニ 

      ング（３，５，６年） 

      ホッピータイム 

３１日（水）５年宿泊学習（９月１日まで） 

 
  

 

 今年度の穂別小学校の学校閉庁
日は、８月１２日から１６日までで
す。 
 この期間中に緊急の連絡がある
場合は、むかわ町教育委員会学校教
育グループ（４２－２４８４）へお
願いいたします。 

 「ボランティア清掃」 

 穂別小・穂別中・穂別高の児童生徒が一

緒に、穂別市街の道路のごみ拾いをしまし

た。地域の環境美化への意識を高めるとと

もに、小・中・高校の連携を深めることに

もつながりました。 

 「４年博物館学習」 
 総合的な学習の時間

の一環として訪問しま
した。穂別博物館の櫻
井館長からの説明を熱

心に聞き、調べ学習を
行いました。 

 「七夕飾り」 
 公務補木戸さんとスク

ールサポートスタッフ横
井さんに準備してもら
い、全校児童と職員で短

冊を飾りました。 
 「将来警察官になりた
い」「運動神経がよくな

りますように」「アイド
ルのライブに行けますよ
うに」など、バラエティ

に富んだ願い事でいっぱ
いになりました。 

穂別小の職員紹介（最終回） 
所属／氏名／「夏休みの思い出は…」 

６年担任 太田 保奈美 

（おおた ほなみ） 

「小学生の時、親に内緒で全道一周 

自転車旅行に出かけたら、見つかっ 

て夏休みいっぱい外出禁止に…」 

      つつじ担任 菅崎 京子 

      （すがさき きょうこ） 

     「昼に放映されていた怖いＴＶ番組 

     を、弟と見るのが楽しみでした。」 

プランターを寄贈していただきました！ 

 町内の佐々木産業さんから、 

恐竜をかたどったプランター 

を５個いただきました。学校 

の正面入口に並べています。 

 「流送まつり」 

 まつりの幕開けとして、ホッピー音楽隊（４～６年）の合奏「虹」、音楽隊の合奏と

１～３年の歌による「穂別小校歌」、全校合唱「青い空に絵をかこう」の３曲を元気い

っぱいに発表しました。 

 週１回の全体練習に加え、多くの児童が中休みや昼休みにも自主的に練習してきた成

果を、存分に発揮することができました。保護者の皆様の送迎や、たくさんのご声援、

ありがとうございました。 


